
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おねがい 

〈出欠の連絡について〉 

○夏休みの利用について、利用日の変更がある場合には分かり次第連絡をしてください。 

 利用日の変更についても出欠フォームでの受付が可能です。 

 

〇土曜日の利用については別途申込書が必要になります。 

〈暑さ対策について〉 

○熱中症対策として必要な方は大きめの水筒もしくは水筒 2 個持参をお願いします。また、汗を

かくことも多くなりますので、必要に応じて着替えやタオルの用意もお願いします。 

  

 

やかた便り 
  あすなろこどもセンタークラブ情報紙 

令和４年 7月１日 第 4号 

7 月 
予定 

19日（火曜日） やっちゃおうデイ  

 

26日（火曜日） 避難訓練  

 

２９日（金曜日） バス旅行  

 

 

「新しい玩具」 

先日行われたスポーツ交流会の景品で、各ク

ラブに新しい玩具が入りました。交流の時に

「〇〇クラブは何をもらった？」と聞き合って

いました。オリオンクラブは、パズルとボード

ゲームでした。意外と難しいパズルに苦戦しな

がらも「完成したよ！」と嬉しそうに見せてく

れます。 

「にんげんまっしぐら」 

 今年の夏は、いつになく梅雨が早く明け、その後は猛暑といえる日が続いています。ちょうど今年の半分が

過ぎた頃、暑さの中に埋もれてしまいそうな自分をふと振り返り、少し立ち止まってみるのもいい時期かもし

れません。 

 私には教え子がたくさんいます。この春から新しい仕事に就いた人がいれば、職場を変わったり部署が変わ

ったりした人もあり、考えたり悩んだりしながら、それぞれの日々を送っているようです。 

 仕事をしていれば楽しいことばかりではなく、時にはいやなこともあり、逃げたくなることや苦しいことも

多くあります。それでも、時に感じる喜びや笑いがあるからこそ、人はまた、仕事を続けていくことができる

のでしょう。それはこどもたちとて同じことです。昔と比べて、私たちの環境は格段によくなりました。私の

父や母の頃の話を聞くと、机も満足になかったり、食べるものにも困ったりした時代があったと聞きます。戦

時中は、みんなでイモの茎をかじって飢えをしのいだと聞くと、私たちがいかに恵まれているかを感じます。

それなのに、現代では悩みが減るどころか、かえって増えているように感じるのはなぜなのでしょうか。 

 人間と動物の違いは、感情があるかないかだといわれます。動物は明日のことをくよくよ悩むことはなく、

ただ本能のままに生きています。しかし人間は頭で考え、喜びや怒りを感じるからこそ、また悩みが生まれて

しまいます。 

 私も若い頃に比べると、いくらか悩みの乗り越え方がうまくなったかと思いますが、それでも、つらいこと

もあったり、じっと唇をかんだりするようなことが時にあるのもまた事実です。そんなとき、私がたくさんの

困難を乗り越えることができたのはなぜかを考えたとき、いつもそこに人がいたことに気がつきました。私の

場合はやはり家族でしょうか。 

 男は特に、自分から話をしない傾向が強いですが、仕事を終えて家に帰ったとき、明るい声で「おかえり

ー」と迎えられると、それだけで救われたような気がします。食卓に並んだ晩ご飯を見ると、妻の心遣いを感

じて心が軽くなります。休みに一緒に出かけたり、何気ない話をしたりすることでも、ずいぶん気持ちが晴れ

るものです。 

 人間は一人では生きられないものです。自分がつらいとき誰かに支えられたように、私もまた、誰かがつら

いとき、少しでも力になりたいと思っています。私が縁あって関わることになった職員の方、こどもたち、保

護者の方々、皆さんが日々を笑顔で過ごしてくださることが、施設長としての私の喜びでもあります。 

 つらいときは誰かに相談してみましょう。それは決して弱いことでも何でもありません。ちょっと意見を聞

かせてもらうため、と割り切れば何でも相談できるでしょう。昔、すごく頭のよかった教え子が、人に相談す

るということを知らず、一人で抱えて苦しみ抜いていたことを今でも思い出します。「相談」とは「相手に言

葉を通じて心の火をともすこと」だと私は思っています。 

 相田みつをさんの書にあった「にんげんだもの」。私たちは人間だから「悩むのが普通」なのです。「いや

あ、人間らしい私っていいなあ」とほめるぐらいで気軽に生きていきましょう。何かあったときは、うまいも

のを腹いっぱい食べましょう。人間、腹がふくれるとなぜか幸せになってしまいます。少々太った？いやあそ

れは、この次考えることにいたしましょう！ 

                                                                          所長 杉 井 康 志 

 



リレーでは差がついても、誰も諦めることな

く、最後まで全力で走り切りました。 

「自分たちのクラ

ブが優勝できなくて

も、あすなろに優勝

盾を持ち帰りたい」

という声も聞こえ、

他クラブの友だちの

ことも全力で応援し

ていました。 

 

豆つかみでは箸先にじっくり集中・・・ 

大人がやっても難しいものです。 

じゃんけんには所長も参戦。勝った職員からハンコを押して

もらえるということで、いろいろな職員に挑戦していました。 

言いなれない早口言葉は悪戦苦闘していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１位 カシオペア 

２位 スバル 

３位 ぎんが 

４位 オリオン 

５位 アンドロメダ 

６位 たいよう 

順位 

 ６月１１日（土）にさくらが丘こどもセンターとスポーツ交流会を行いました。あすなろ４クラ

ブ、さくらが丘２クラブの６クラブ対抗で行われ、ボール送り、ロープ取り、カードめくり、コート

玉入れ、リレーの５種目の総合得点で競いました。さくらが丘に優勝盾を持ち帰られ続けていました

が、各クラブの練習成果が実となり、今年はカシオペアクラブが優勝し、優勝盾をあすなろへ持ち帰

ることができました。 

 ６月「やっちゃおうデイ」は、３年生が発案した「やかたゲームセンター」を行いました。輪投げ

や宝探し、玉入れなどいろいろなゲームを各クラブのコーナーで楽しみました。 


